
○アンケート期間：平成27年10月28日～平成27年11月16日
○アンケート回答者数：85人

1 物をできるだけ買わない。
2 生ごみはすべて畑の肥料にしている。
3 コンポスト処理し肥料にしている。
4 古紙や紙類はお菓子の箱からメモに至るまで燃えるごみではなく古紙回収に出すようにしている。

5 少しぐらい壊れていても大切に長く使っている電化製品があります。
6 原始的ですが、自宅で飼育の鯉に生ごみを与え、減量に努力している。

平成27年度　ごみ減量等に関する取り組みについてのアンケート集計結果

ごみの減量等に関する取り組みについてのアンケート

ごみの減量化・資源化について

Ｑ１ あなたは、日常生活の中で、ごみの減量化や資源化について、どのようにお考えで

すか。（いずれか1つ）

1人

9人

42人

33人

0 10 20 30 40 50

関心がない

どちらかといえば、関心がない

どちらかといえば、関心がある

関心がある

1人

6人

64人

34人

32人

35人

38人

43人

68人

56人

0 20 40 60 80

使い捨て製品を買わず、詰め替え製品をよく使う

マイバッグを持参するなど、

レジ袋をもらわないようにしている

マイボトル・マイカップを使うようにしている

流行遅れになったり、飽きたりしそうな、

不要なものは買わない

壊れたものは修理して使う

水切りネットや生ごみ処理機などを使い、

生ごみの減量化に努めている

買いすぎ、作りすぎをせず、残り物は上手に使いきる

など、生ごみを少なくする料理方法を心がけている

資源の分別をこころがけている

その他

特にしていない

Ｑ２ 日頃からごみを少なくするために、心がけていることはありますか。

（あてはまるものを、すべて）

（具体的記入のあったもの）
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Ｑ３ あなたの家庭では、1週間に燃やせるごみ（黄色のごみ袋）をどれくらい出します
か。
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知っている

62人

（73％）

知らない

22人（26％）

無回答

1人（1％）

知っている 知らない 無回答

Ｑ４ 高島市では、平成23年度から平成

25年度の間、「ごみ減量大作戦～紙ごみ

減量プロジェクト～」として、紙ごみの

減量に重点的に取り組み、現在も引き続

き取り組んでいます。この取り組みを

知っていますか。

知っている

37人（44%）知らない

48人（56%）

知っている 知らない

Ｑ５ 高島市では、エコライフ推進協議

会やシルバー人材センターとの協働事業

により、紙ごみ減量等の学習会を学校や

区・自治会および各種団体等に出向いて

実施していますが、こうした取り組みを

知っていますか。
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1 平和堂へ持っていく。
2 平和堂の駐車場の回収コーナーへ持って行っている。
3 生協に引き取ってもらっている。
4 出しません。

市では、ご家庭で生ごみ減量に取り組んで
いただくための機器、資材購入について
補助制度を設けています。

Ｑ６ あなたは、新聞、雑誌などの古紙類や古着など、資源化できるものを、どこに出さ

れていますか。（あてはまるものを、すべて）

Ｑ７ 現在、市では「コンポスト」や「電気

式生ごみ処理機」を購入した場合、購入費の

2/3以内で助成を行っています（生ごみ処理

機の場合、補助限度額4万円）この制度を

知っていますか。

Ｑ８ Ｑ７で、「知っている」と回答さ

れた方に伺います。この助成制度を活用

していますか。

4人

24人

17人

19人

19人

34人

0 10 20 30 40

その他

リサイクル業者に引き取ってもらっている

小売店や販売店の店頭回収に出している

区・自治会で事業者と契約しているのを利用して出

している

市役所や各支所等の施設に出している

市の収集日に出している

区・自治会で事業者と契約しているのを

利用して出している

知っている

59人（69%）

知らない

26人（31%）

知っている 知らない

活用している

9人（15%）

活用していない

50人（85%）

活用している 活用していない

（具体的記入のあったもの）
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ごみの分別について

Ｑ９ あなたは、ごみの分別に取り組んでいますか。（いずれか1つ）

Ｑ１０ Ｑ９で、３～５に〇をされた方に伺います。

次の中からあなたのお考えに最も近いものに１つに〇をつけてください。

Ｑ１１ 家庭から出るごみ・資源ごみの出し方や分別の方法について、どの程度知ってい
ますか。（いずれか1つ）

知らない 2人（2%）

あまり知らない

4人（5%）

ある程度知っている

56人（66%）

よく知っている

23人（27%）

知らない

あまり知らない

ある程度知っている

よく知っている

0人

0人

6人

38人

41人

0 10 20 30 40 50

５．分別していない

４．ほとんど分別していない

１．分別を徹底している

0人

1人

0人

1人

1人

3人

0 1 2 3 4

その他

家庭内にごみを保有するスペースがないから

ごみの分別方法がわからないから

収集後、市が分別すると思うから

忙しい（面倒だ）から

２．分別を心がけているが、

分別の分からないものは、混ぜて出している

あまりごみが出ないので、

分別する必要がないと思う（したくない）から

３．ある程度分別しているが、

その他は混ぜて出している

4



1 家族

2 詳しい知人に尋ねる。

Ｑ１２ あなたはごみや資源ごみを分別するとき、どのようなものを参考にされますか。

（あてはまるものを、すべて）

Ｑ１３ あなたが、ごみや資源ごみを分別するときに迷ったり、わからなかったりするのは

どのようなものですか。（あてはまるものを、すべて）

1人

18人

6人

19人

5人

6人

16人

2人

4人

8人

31人

26人

8人

0 10 20 30 40

無回答

特にない

エアコン、テレビ、冷蔵（凍）庫、洗濯機（乾燥機）

粗大ごみ

廃食油

古紙類、古着

有害ごみ（蛍光灯、乾電池）

ペットボトル

飲食用等ビン

飲食用カン

燃えないごみＢ類（小型金属類、小型電気製品類等）

燃えないごみＡ類（陶磁器類、ガラス製品類等）

燃やせるごみ

1人

3人

4人

5人

81人

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

無回答

その他

市役所や支所等に問い合わせる

市のホームページで調べる

市から配布の「ごみカレンダー」や

「ごみの分け方・出し方」で調べる

（具体的記入のあったもの）
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1 天ぷら油を使わない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒小型家電回収ボックスをご利用ください！

Ｑ１４ 市では、天ぷら油などの植物廃油の回収を行っていますが、あなたは、普段どの

ように処理されていますか。

Ｑ１５ 市では、7月から市役所、各支所および公

民館等に回収ボックスを設置し、ご家庭で不要に

なった小型家電を回収していますが、このことを

知っていますか。（小型家電の例：デジタルカメ

ラ、ビデオカメラ、携帯ゲーム機、携帯電話端末、

パソコンなど）

Ｑ１６ 今後、不要となった

小型家電が出た場合、回収

ボックスを利用しますか。

2人

5人

18人

23人

20人

17人

0 5 10 15 20 25

無回答

その他

使い切ってしまうので、ごみにならない

新聞紙等に吸わせて、ごみとして出している

凝固剤等で固めて、ごみとして出している

市で行っている回収場所等に出している

知っている

34人（40%）
知らない

51人（60%）

知っている 知らない

利用する

70人（82%）

利用しないと思う

15人（18%）

利用する 利用しないと思う

（具体的記入のあったもの）

●設置場所

高島市役所、マキノ支所、今津支所、

朽木支所、安曇川支所、高島支所、

マキノ土に学ぶ里研修センター、

安曇川公民館（ふれあいセンター）

朽木公民館（やまびこ館）

●回収できるもの

携帯電話、ノートパソコン、デジタルカメラ、

ビデオカメラ、ゲーム機、電子辞書等など
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1 個人情報が多いから。

2 解体して分別回収に出している。

Ｑ１７ Ｑ１６で「２.利用しないと思う」とお答えの方に伺います。回収ボックスを利用

しない理由は何ですか。（あてはまるものを、すべて）

Ｑ１８ 現在、高島市では可燃ごみなど１９種類の分別を実施していますが、ごみの減量

化や資源化を進めていくうえで、分別品目について、どのようにお考えですか。（いずれ

か1つ）

3人

9人

47人

26人

0 10 20 30 40 50

無回答

分別品目を減らしてほしい

今のままでよい

分別品目が増えてもよい

2人

0人

9人

2人

5人

0 2 4 6 8 10

その他

ごみの減量やリサイクルに意義を感じない

回収ボックスまで持って行くのが面倒

回収ボックスを設置している開設時間中に、

持っていくことができない

販売店で引き取ってもらうなど、

他の方法でリサイクルする

カラー版・地域別「ごみの分け方・出し方」は、

市のホームページからもダウンロードできます。

また、品目（捨てたいものの品物名）から、ごみ

の種別を調べることができる「ごみ分別早見表」

も、ダウンロードできます。

（具体的記入のあったもの）
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1 カン・ビン等、市が設置するコンテナの設置場所をわかりやすくする。

2 生ごみ処理の会社の誘致、処理済のごみ（肥料）を希望者へ無料配布する。

3 古着分別の仕方を啓蒙する。

ごみの減量化・資源化を推進するための今後の取り組みについて

Ｑ１９ あなたは、ごみ減量や資源化の取り組みの中で、どのような取り組みが必要だと

思いますか。（３つまで、選択）

Ｑ２０ 他の市町村では、ごみ処理手数料が

上乗せされたごみ袋を販売し、ごみ処理経費

の一部を市民の皆さんに負担していただくこ

とで減量を進めている（いわゆる「家庭ごみ

の有料化」）ところがありますが、これを

知っていますか。

（※現在の高島市の有料ごみ袋は、製造原価の

みの料金設定となっています。）

3人

27人

33人

11人

25人

9人

22人

30人

16人

37人

0 10 20 30 40

その他

分別ルールを守るための指導の強化

レジ袋削減等、包装を少なくする販売活動の促進依頼

古紙類等の回収拠点の充実

家庭用可燃ごみ処理手数料の有料化

コンポストや電気式生ごみ処理機の購入助成等の継続

地域の集団資源回収の活動支援の充実

生ごみの水切りの徹底等をはじめ、

ごみの分別・リサイクル等に関する説明会の開催

ごみ減量の取り組み事例や情報提供の充実

（パソコンやスマホなどの活用）

知っている

27人（32%）

知らない

58人（68%）

知っている 知らない

ごみ分別・リサイクルに関するリーフレットの作成や

広報紙による啓発活動

（具体的記入のあったもの）
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資源ごみを投入するとポイントがたまり、ポイントに応じて商品券と交換できるような機械を設置すると
いい（他市町での実例あり？）

区自治会ごとにごみの捨て方についての勉強会を行ってはどうか

飲食用のビン、カンが市が設置する分別コンテナに出すようになっているため、各区の集積所に出せる
ようにしてほしい

生ごみの減量は以前から取り組んでいる

ごみ減量についての勉強が出来る機会が欲しい

ごみ袋の有料化をするのであれば、袋の大きさを細分化し、減量の努力が報われるようにする

ごみ袋の価格を上げるだけでは減量にはつながらない

コンポストを利用して堆肥化している。飲食店などの大量数の生ごみを堆肥化出来ればいい

レジ袋の有料化には賛成

他市町の取組みを知りたい、参考にする

以前あった新聞紙で作られた紙ごみ回収袋（無料配布）を、またやってほしい

家庭用可燃ごみの有料化は、不法投棄の増加につながる

ごみ袋の価格を少し上げることで、市民のごみ減量に対する意識が高まる

高島市のごみ処理経費の状況を、周知して欲しい

市民一人ひとりの意識の向上のため、指導の充実、情報公開が必要

若い世代にごみ分別に対する意識を伝えていきたい

生ごみはコンポストに入れて処理している

大津市が行っている、生ごみを回収したものが土となって返ってくる取組み（？）が高島市でも出来れば
いいと思う

燃やせるごみに資源ごみが混ざっているのを見かける。そういった所から改善してごみ減量につなげら
れたらいい

独居や高齢者世帯等に、ごみ分別のサポートが出来る仕組みが欲しい

ご意見等

収集開始時間が早い、不燃ごみの回収回数が少ない

冊子形式のごみの出し方のリストが欲しい

資源回収の拠点を増やしてほしい

Ｑ２２ その他、ごみの減量等に関して、ご意見、工夫されている点、お気づきになった点、

ご要望、ご提案などがありましたら、自由にご記入ください。

1人

2人

25人

24人

33人

0 5 10 15 20 25 30 35

無回答

わからない

袋の価格など、内容による

ごみ減量のためには、やむを得ない

ごみの減量は他の方法によるべきであり、

有料化はすべきでない

Ｑ２１ あなたは、このような「家庭ごみの有料化」について、どう思いますか。

（いずれか１つ）
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ごみを増やさないためにも、消費を最低限に抑えている

家電リサイクル券の購入は、郵便局だけでなく、銀行やコンビニ、ネット等で購入は出来ないのか

スーパーのタッパーがごみ袋内の容積を取りすぎている、小さくできる容器や、回収する場所を増やす
提案をしてはどうか

有料でもいいので、せめて年に何回か大型ごみを回収してくれる制度が欲しい

ご意見等
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